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決算概要資料 

2018年3月期 
第3四半期決算の概要 

興銀リース株式会社 

本資料には現時点で入手している情報に基づき当社が判断した将来の予測数値が含まれておりますが、 

一定のリスクや不確実性が含まれており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。 

将来に関する事項については様々な要因により変動することがありますので、ご留意下さい。 



 環境・エネルギー分野の契約実行高は692億円（3Ｑ累計）を計上 

  ー「大規模風力発電設備」や「太陽光発電の事業ブリッジへの取り組み」等、 
          5次中計の営業戦略を着実に推進 

 航空機分野では、リスク・リターンを見極め、機体担保ローンの取り扱い
が伸長。営業資産残高は着実に増加 
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第３四半期決算の総括 

 差引利益は、前年同期比5億円増加の332億円を計上 

 外貨借入の増加及び一時的な借入増、長期比率の上昇等により、 
資金原価は増加 

 親会社株主に帰属する四半期純利益は102億円（進捗率79％）を 
計上し、通期計画（130億円）に対し順調な進捗 

注力分野（5次中計）でのトピックス 



決算概要 

15年度 
3Ｑ 

16年度 
3Ｑ 

17年度 
3Ｑ 

増減額 増減率 
通期予想 
＜進捗率＞ 

売 上 高 2,543 2,846 2,833 ▲13 ▲1% ＜71%＞ 4,000 

差 引 利 益 333 327 332 +5 +2% ― 

（ 資 金 原 価 ） (48) (40) (52) (+12) (+28%) ― 

売 上 総 利 益 285 287 281 ▲6 ▲2% ― 

（ 信 用 コ ス ト ） (8) (▲7) (▲6) (+1) (－) ― 

営 業 利 益 133 150 141 ▲9 ▲6% ＜77%＞ 183 

経 常 利 益 137 155 147 ▲8 ▲5% ＜77%＞ 190 

親会社株主に帰属する 
四 半 期 純 利 益 

91 105 102 ▲3 ▲2% ＜79%＞ 130 

16/3末 17/3末 17/12末 増減額 増減率 

営 業 資 産 残 高 15,810 16,087 16,287 +200 +1% 

純 資 産 1,328 1,418 1,516 +98 +7% 

自 己 資 本 比 率 7.4% 7.8% 8.3% +0.5pt ― 
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（単位：億円） 
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事業の状況 

16年度3Ｑ 17年度3Ｑ 増減  

 差引利益率 2.73% 2.74％ +0.01pt 

（億円） 17/3末 17/12末 増減額  （率） 

営業資産残高 16,087 16,287 +200 (+1%) 

 リース・割賦 10,881 10,897 +16 (+0%) 

 金融・その他 5,206 5,390 +184 (+4%) 

 ✔「営業資産残高」は前年度末比横ばい 

 ✔「金融・その他」 

  ー 短期のビジネスが中心のため、残高は 
    微増  

ＰＯＩＮＴ 

  （注）差引利益率＝差引利益(年換算値)÷営業資産(平均残高)  

（単位：億円） 

（単位：億円） 

16年度3Ｑ 17年度3Ｑ 増減額  （率） 

契約実行高 8,115 9,885 ＋1,770 (+22%) 

 リース・割賦 3,561 2,826 ▲735 (▲21%) 

 金融・その他 4,553 7,059 +2,506 (+55%) 

✔「リース・割賦」 

 ー 不動産案件の選別対応(前年同期比▲783 

   億円)を主因に減少 

 ー 土木建設機械は国内外のニーズを 
   取り込み伸長 

✔「金融・その他」 

 ー 短期の債権買取及び商流サポートでの 
   成約により、引き続き増加 

   ー 太陽光発電の事業ブリッジを取り組み 



付表【リース・割賦の状況】 
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15年度 
3Ｑ 

16年度 
3Ｑ 

17年度 
3Ｑ 

増減額  （率） 

産 業 ・ 工 作 機 械 776 753 483  ▲270  (▲36%) 

情 報 通 信 機 器 582 527 579  ＋52  (＋10%) 

輸 送 用 機 器 334 399 400  ＋1 (＋0%) 

土 木 建 設 機 械 293 256 362  ＋106  (＋42%) 

医 療 機 器 197 96 126  ＋30  (＋32%) 

商業・ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ業用機器 268 210 227  ＋17  (＋8%) 

事 務 用 機 器 76 76 73  ▲3  (▲4%) 

そ の 他 568 1,246 575 ▲671  (▲54%) 

内 、 不  動  産 392 1,067 284 ▲783 (▲73%) 

合 計 3,094 3,561 2,826 ▲735  (▲21%) 

機 種 別 契 約 実 行 高 

（単位：億円） 



付表【金融分野・その他の状況】 
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4,752  
5,206  5,390  

0

2,000

4,000

6,000

16/3末 17/3末 17/12末 

商流F・融資等 航空機F 不動産F 

船舶F その他 （億円） *Ｆ=ﾌｧｲﾅﾝｽ 

営 業 資 産 残 高 

15年度 
3Ｑ 

16年度 
3Ｑ 

17年度 
3Ｑ 

増減額     （率）  

商流ﾌｧｲﾅﾝｽ・
融 資 等 

3,659 3,732 6,484  ＋2,752 (＋74％) 

航空機ﾌｧｲﾅﾝｽ 163 83 227  ＋144 (＋174％) 

不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ 369 668 248  ▲420 (▲63％) 

船舶ﾌ ｧ ｲ ﾅ ﾝ ｽ 88 71 65 ▲6 (▲9％) 

そ の 他 ― ― 35 +35 ― 

合   計 4,279 4,553 7,059 ＋2,506 (＋55％) 

契 約 実 行 高 

（単位：億円） 
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資金調達等の状況 

8,944  9,235  9,329  8,907  

4,563  4,338  3,937  4,538  

1,149  1,351  1,503  1,435  

14,656  14,924  14,769  14,879  
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借入金 CP 社債・債権流動化 

0 

（億円） 

有 利 子 負 債 残 高 

  （注）資金原価率＝資金原価(年換算値)÷営業資産(平均残高)  

資 金 原 価 率 

 国内外の中長期的な金利情勢を見据え、長期比率を上昇 

 拡大したCP発行限度額を効果的に活用し、低利調達メリットを享受  

16/3末 17/3末 17/12末 

40％ 46％ 48％ 

長 期 比 率 

15/3Ｑ 16/3Ｑ 17/上期 17/3Ｑ 

資金原価率 0.43% 0.34% 0.42% 0.42% 

* 

*2017年10月に興銀リースの発行限度額を4,000億円から5,500億円に拡大 
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業績予想及び配当 

2016年度 
（実績）① 

2017年度 
（予想）② 

増減額 
②-① 

増減率 
②/① 3Ｑ実績 進捗率 

売 上 高 4,294  4,000 2,833 71％ ▲294  ▲7% 

営 業 利 益 180  183 141 77％ ＋3  ＋2% 

経 常 利 益 188  190 147 77％ ＋2  ＋1% 

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 124  130 102 79％ ＋6  ＋5% 

年間配当金 64円 66円 ＋2円 

中間配当金 30円 32円 ＋2円 

期末配当金 34円 （予定）34円 ±0円 

配当性向 22.0％ 21.7％ 

 親会社株主に帰属する当期純利益は、通期の利益計画に対して進捗率79％ 

 2017年度の年間配当金は、前年度比2円増加の66円と16期連続で増配を予定 

（単位：億円） 


